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成績評価の基準は以下の通りである。

積極的な授業への参加／意欲的な学習態度／課

題の完成度／個人の成長度／出席状況

◎エナメル絵付けや引き型・プレス型などの特

殊な成形技法については、2年次の授業内で指導

を行う。

◎本授業では、学生の主体的な取り組みを重視

し、自主性をもって制作および研究に取り組む

ことが求められる。

（　講義　・　実技　） （　講義　・　実技　）

以下の課題を通して授業を進めていく。

課題 ― キルンワーク：ガラス表現の探求

本課題は、キルンワークを基盤としたガラス表

現の研究である。1年次に発見した素材や技法か

ら作品を発展させることも可能とし、学生が多

様な視点から素材や技法を見つめ直し、表現と

してのガラス研究に取り組むことを目的とす

る。また、必ずしも素材や技法を起点とする必

要はなく、コンセプトをどのようにガラス造形

へ転化するかを探ることも重要なアプローチと

する。視覚的・技術的な制作だけでなく、思考

的・概念的なプロセスも研究の対象とする。

授業では、名古屋芸術大学での連携講評会（7月

10日）および前期の全体講評会に向けて制作を

進め、完成度のある作品発表を目指す。

本授業では、学生が教員と相談しながら研究題

目を設定し、それぞれの研究内容および個人の

レベルに応じた目標を定めて制作・研究に取り

組む。


